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第９節　　　体　　　育

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　

２　指導計画作成の一般的な手順
　 　年間指導計画は、各学校の体育科の時間等の根幹をなす基本的な計画である。各学校におい
ては、地域や学校及び児童の実態や特性を十分考慮して、小学校６年間を見通し、各学年の目標
や内容、授業時数、単元配列等を的確に定め、年間を通して運動の実践が円滑に行われるなど調
和のとれた年間指導計画を作成する必要がある。
　

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項　　

【体育科の目標】
　 　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，
心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実
現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　⑴ 　その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解
するとともに，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。   

　⑵ 　運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。 

　⑶ 　運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい生活を営む
態度を養う。  

【体育科の見方・考え方】
　 　体育科においては，「見方・考え方」を働かせる学習過程を工夫することにより，体育科で
育成を目指す資質・能力がより豊かになり，体育科の目標である，「生涯にわたって心身の健
康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力」の育成につなげることを
目指すものである。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

［体育の見方・考え方］
　運動やスポーツを，その価値や特性に着目
して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果
たす役割の視点から捉え，自己の適性等に応
じた「する・みる・支える・知る」の多様な
関わり方と関連付けることである。

［保健の見方・考え方］
　個人及び社会生活における課題や情報を，
健康や安全に関する原則や概念に着目して捉
え，疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上，
健康を支える環境づくりと関連付けることで
ある。

【手順】
　⑴ 　基礎資料（児童の実態、施設・用具の規模と数、学級・教職員数、地域の条件等）を
作成する。

　⑵　学校における体育科の目標を定め、指導方針を明確にする。
　⑶　各学年の指導内容・領域別時数を決める。
　⑷　単元の構成や規模を決める。
　⑸　単元の配列を決める。
　⑹　年間指導計画を作成する。
　⑺　実践をもとに年間指導計画の評価、改善を行う。

体育科の視点各教科等共通の視点

⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　運動領域の指導に当たっては、当該児童の運動（遊び）の行い方を工夫するとともに、活動の場
や用具、補助の仕方に配慮するなど、困難さに応じた手立てを講じていく。保健領域の指導におい
ても、不安や悩みなどへの対処やけがの手当などの技能の実技指導については、運動領域の指導
と同様の配慮をする。
　【運動領域における配慮の例】
　　・ 複雑な動きをしたり、バランスをとったりすることに困難がある場合には、動きを細分化したり、

適切に補助をしたりする。
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 ⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　≪主体的な学び≫
　　・ 運動の楽しさや健康の意義等に気付き、運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解

決に向けて自ら粘り強く取り組む。
　　・学習を振り返り、課題を修正したり、新たな課題を設定したりする。
　≪対話的な学び≫
　　・ 運動や健康についての課題の解決に向け、他者との対話を通して、自己の思考を広げたり深め

たりする。
　≪深い学び≫
　　・ 自己の運動や健康についての課題を見付け、解決に向けて試行錯誤を重ねながら、思考を深

め、よりよく解決する。
　 　これらの三つの学びの過程を独立して取り上げるのではなく、相互に関連を図り、体育や保健の
見方・考え方を働かせ、単元の内容や時間のまとまりの中で、多様な学習活動を組み合わせながら
授業を組み立てていく。
　【多様な学習活動の例】
　　・自身の学びや変容を自覚できる活動　　　・自分の考えを広げたり深めたりする活動
　　・児童が考える活動と教師が教える活動

⑶　「教科等横断的」な視点
　 　育成すべき資質・能力の三つの柱を踏まえ、教科等の枠を超え、全ての教科等のつながり
の中で育んでいくものを明確にする。
　【教科等横断的な学習活動の例】
　　・ 筋道を立てて練習や作戦について話し合うことや、身近な健康の保持増進について話し合うこ

となど、コミュニケーション能力や論理的な思考力の育成を促すための言語活動を積極的に行う。
　　・ 「器械・器具を使っての運動遊び」と、生活科の「学校，家庭及び地域の生活に関する内

容」とを関連付け、施設や用具の安全に気を付けて運動遊びをする。

⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、求められる資質・能力を教育課程において明確にしたり、
地域の人的・物的資源の活用や放課後、土曜日等を活用した社会教育との連携を図ったりしていく。
　【人的資源の活用を図った学習活動の例】
　　・ 地域のスポーツクラブの指導者を招き、示範や実技指導などを行うことで、技能の向上を図る。

⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　道徳教育の全体計画との関連を図ったり、道徳科の指導の内容及び時期等に配慮したりするこ
とで、体育科で扱った内容や教材の中で適切なものを道徳科に活用したり、道徳科で取り上げた
ことに関係のある内容や教材を体育科で扱ったりするなど、相互に効果を高め合うようにする。
　【道徳教育との関連を図った学習活動の例】
　　・ 集団で楽しくゲームを行うことを通して、仲間と協力する、勝敗を受け入れる、フェアプ

レイを大切にする、仲間の考えや取組を理解するなどの態度を養う。

⑹　「授業時数配当」の視点
　・ 児童の実態や学校・地域に応じた指導ができるように、特色ある領域別時数を工夫し配当す
る。ただし、一部の領域に偏らないようにする。

　・ 機能的特性に十分触れ、学習内容の確実な習得を図るために、２学年間で運動の取り上げ
方の弾力化を図り、できる限り低・中学年でも中・大単元化する。

　・ 日常的な体育活動が活性化するように、学校行事との関連を図る。
　・ 第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ 保健」に配当する授業時数は、２学年間で８単位時間程度、
また、第５学年及び第６学年の内容の「Ｇ 保健」に配当する授業時数は、２学年間で16単位時間
程度とする。なお、効果的な学習が行われるよう適切な時期に、ある程度まとまった時間を配当する。
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２　指導計画作成上の手順と留意点
⑴　基礎資料（児童の実態、施設・用具の規模と数、学級・教職員数、地域の条件等）を作成する
　 　児童の実態や学校・地域に応じた特色ある年間指導計画を作成するためには、まず、児童の実
態、施設・用具の規模と数、学級・教職員数、地域の条件等を的確に把握することが必要である。

（例：Ａ小学校）

⑵　学校における体育科の目標を定め、指導方針を明確にする
　（例：Ａ小学校） 
ア　体育科の目標・・・ 運動の有する特性や魅力に応じて、基本的な動きや技能を身に付けたり、

健康・安全に関する課題を解決したりし、生涯にわたって心身の健康を保
持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質や能力を育成する。

 （資質・能力の三つの柱の育成）
イ　指 導 方 針・・・ 指導内容の系統性を踏まえた運動の取り上げ方の重点化・弾力化を図る。

指導内容の明確化と確実な定着を図る。運動領域と保健領域の関連を図る。
児童の課題となっている体力（特に走力・投力・持久力）の向上を図る。

 （主体的・対話的で深い学びの実現）
⑶　各学年の指導内容・領域別時数を決める
　○運動の取上げ方の重点化
　　 　基礎資料 ( 児童の実態、施設・用具の規模と数、学級・教職員数、地域の条件等 ) や学校に
おける体育科の目標、指導方針等を基に重点領域を選定し、領域別の指導時数を配当する。

（例：Ａ小学校）
　

　○運動の取上げ方の弾力化
　　 　学年の目標及び内容が２学年ごとにまとめて示されている意図を踏まえ、いずれの学年に分け
るか、いずれの学年においても取り上げるか等、６年間を見通して、２学年間での弾力的な扱い
を工夫することで、児童にじっくりと学習に取り組ませ、指導内容の確実な定着を図る。

　（例：Ａ小学校　第３学年・第４学年）

 

 
 

 
 

【Ａ小学校における配当上の留意点】
○ 体つくり運動系は、持久力が低下している実態や、
体の基本的な動きや多様な動きを身に付ける視点
から、低・中学年の時数を十分に確保する。
○ 陸上運動系は、走力や投力が低下している実態や、
運動会、市内陸上大会などの関連から、全学年に
わたって時数を多く配当する。また、「投の運動
（遊び）を加えて指導することができる」ことが
示されたことから、偶数学年に「投の運動（遊
び）」を取り入れる。
○ ボール運動系は、投力が低下している実態や、学
習内容に発展性があるため、全学年にわたって時
数を多く配当する。
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⑷　単元の構成や規模を決める
　 　機能的特性や学年の発達の段階を考慮して、単元の規模や各運動にどの程度の時間をかけるか
を決める。主体的・対話的で深い学びが実現できるよう、大単元を多く設定するとよい。
　（例：Ａ小学校）

⑸　単元の配列を決める
　 　機能的特性が明確で、児童にわかりやすく、かつ、その内容が豊かで発展性のある運動を主単
元とし、主単元を中心にゆとりある学習時間を確保した計画を立てていく。その他の運動は副単
元とし、主単元と組み合わせて配列し、時間を十分に配当する単元、時間を少し配当する単元と
いったように、軽重をつける工夫が必要である。
　（単元の組み合わせの例：Ａ小学校  第１学年）
　

⑹　年間指導計画を作成する
【年間指導計画に必要な項目】
　○月　（時）…月ごとに指導時間がわかるように示す。
　○体育的行事…新体力テスト、プール開き、運動会等を示す。
　○単　元　名…わかりやすい単元名を示す。
　○ね　ら　い…各学校の実態に即してねらいを定める。　
　○時間（回）…年間の指導時間（回数）を１単位時間ごとに示す。
　○構　　　成… 単独単元か組み合わせ単元かがわかるように示す。組み合わ

せ単元の場合には、その順序と45分をどのように区切って合
わせるのかがわかるように示す。

　○備　　　考… 他教科等とのつながり、地域との連携等について示す。
　※そ　の　他… 単元ごとの指導計画には、学習内容や学習の道筋、場づくり、

必要な用具、評価規準等を示すとよい。
⑺　実践をもとに年間指導計画の評価、改善を行う
　○ 単元終了時や学期末に、実践を踏まえた改善点を年間指導計画に朱書きし、見直しを積み重ね
る。併せて、使用した学習資料や学習カード、手作り教具、電子データ等の整理及び保存をする。

　○学年末に、次年度に向け、積み上げてきた朱書き等をもとに年間指導計画を改善する。

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

【単元配列にあたっての留意点】
○季節によって位置付けが決めやすい単元から決める。
○学校行事と関連する単元を位置付ける。
○ 各学期にどう配分するかを考え、関係領域の各単
元を位置付ける。
○ 体育施設・用具の合理的な使用ができるように学
年間での調整を図る。
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４　単元計画及び１単位時間の指導計画作成
⑴　児童の実態に基づいた単元及び１単位時間の計画の作成・実施・評価・改善（カリキュラム・マネジメントの実現）

⑵　単元計画作成のポイント（課題を見付け、その解決に向けて取り組む学習過程例）
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⑶　１単位時間の指導計画作成のポイント【３⑵】

   

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 


